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直接話法←→間接話法の注意点(3)


  話法も最後になります。締めくくりとして入試問題の観点から見た場合、やや難しい項目についてご紹介いたしましょう。今すぐ理解できなくても結構です。そんな言い方もあるのかぁ、ぐらいに思っていて結構です。被伝達部に２つの英文が入っている場合です。それほど難しく考える必要はないのですよ。一つ一つ分けて理解すればよいのです。また最後に特別な話法の転換例をお見せいたしましょう。そのまま覚えればよいと思います。



(1)注意すべき話法の転換
 ①重文の場合
  「重文」というのは、２つの文を「等位（対等）接続詞」(and, but, or, for, so)でつないだ文のことです。この接続詞については、第51号以降で詳しく扱いますので、ご覧下さい。次のような英文を、全体として「重文」といいます。
 (a) I am tall but my brother is not tall.
    （私は背が高いが、弟は高くない）
 (b) I watch TV or I read books on Sundays.
    （日曜日はテレビを見るか、読書をします）
  このような文が「被伝達部」に入っている場合にどうするか、と言うことが焦点です。
 (c) Tom said to Beth, "I am tall but my brother is not tall."

　         X　　　　（　　A     ＋　　　  B　）　
  例文の下のように、数学の記号で考えてみましょう。x(a+b)=ax + bxと展開されましたから、(c)の英文は(c)'のように考えます。(he said to her)の部分は共通→省略。
 (c)' Tom said to Beth, "I am tall," but (he said to her,) "my brother is not tall."
              AX              ＋         BX
　→Tom told Beth (that) he was tall but (he said to her) that his brother was not 　　tall.                                     →省略
  → Tom told Beth (that) he was tall but that his brother was not tall.
    注意：最初の(that)は省略できますが、２つ目(butの右)のthatは省略不可能です。
 ②複文の場合
  「複文」というのは、２つの文を「従属接続詞」(that, if, when, など、また関係代名詞の文)でつないだ文のことです。
 (d) Tom said to Beth, "I see someone who is standing at the door."

　→Tom told Beth that he saw someone who was standing at the door.
 (e) Tom said to Beth, "I think you are wrong." （「君は間違ってると思う」と言った）  →Tom told Beth that he thought she was wrong.
 ③種類の異なる２つの英文の場合
  「平叙文と疑問文」、「疑問文と命令文」のように、種類の異なる英文が２つある場合について考えてみましょう。
 (f) Tom said to Beth, "Your dress is beautiful. Where did you buy it ?" 
　先ほどの「重文」の場合と同様に考えてみましょう。
 ＝(1)Tom said to Beth, "Your dress is beautiful." and (2)he said to Beth, "Where did you buy it."
  下線部(1)[平叙文]と(2)[疑問詞で始まる疑問文]を別々に考えればよいのです。
　→Tom told Beth that her dress was beautiful and (he) asked Beth where she had bought it.

④特殊な英文の場合
  直接話法の被伝達部を、内容面から考えた書き換えがあります。これはちょっと難しい部分があります。一つ一つ納得しながら理解してみて下さい。まず「肯定」「否定」から。
 (g) He said, "Yes."     （彼は、「はい」と言った）
　相手の質問に対して、"Yes."ということは、『肯定的に答えた』ということ。これを英語では次のように表現します。
　→　He answered in the affirmative[ｱﾌｧｰﾏﾃｨｳﾞ]. （「肯定」の意味）
 affirmativeの反対語はnegative[ﾈｶﾞﾃｨｳﾞ]（「否定」の意味）と言います。すると、
He said, "No."  →　He answered in the negative. となります。
　次は「感謝」の気持ちを考えてみましょう。
 (h) She said to the police, "Thank you."　（彼女は警察に「ありがとう」と言った）
　　「感謝」の気持ちを伝達動詞で表すと→　She thanked the police.
　続いて「祈願文」の場合（→英語教室「第34号」）例文はDual Socpe p.329より
   注意：「祈願文」は「May ＋ 主語 ＋ 原形 ＋ ！」になります。
 (i) The villagers said, "May God help us !"   
まず普通の語順に戻して( God may help us. )から、普通の話法の転換をします。「祈願」と言うのですから、伝達動詞には、pray「祈る」という動詞を使います。
= The villagers prayed that God might help them.
(2)注意すべき副詞（句）のまとめ（直接話法←→間接話法）
  直接話法は当人同士の会話ですから、時間的、距離的、物理的に近い存在を表します。
　間接話法は少し離れたところで見ているわけですから、少し遠い状況で考えます。
  ●  this →that           yesterday →the day before, the previous day
now →then          tomorrow →the next day, the following day
ago →before         next～→ the next～
here →there         last～→  the last～
 紙上：カルチャースクール
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